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【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

中
島
志
郎
／
一
九
五
三
年
、
京
都
府
生
ま
れ
。
花
園
大
学
文

学
部
仏
教
学
科
卒
。
韓
国
東
国
大
学
大
学
院
碩

士
課
程
修
了
。
花
園
大
学
教
授
。

細
川
晋
輔
／
一
九
七
九
年
東
京
都
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
修

了
。
東
京
都
龍
雲
寺
住
職
。

志
水
一
行
／
一
九
八
三
年
、
長
野
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大

学
院
文
学
部
日
本
史
学
科
卒
。
花
園
大
学
歴
史

博
物
館
研
究
員
。

《『
圜
悟
心
要
』
訳
注
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

 

『
圜
悟
心
要
』
研
究
会
参
加
者
》

野
口
善
敬
（
九
州
西
教
区
・
長
性
寺
住
職
）

小
川
太
龍
（
兵
庫
教
区
・
常
楽
寺
副
住
職
）

桐
野
祥
陽
（
京
都
両
丹
教
区･

大
泉
寺
住
職
）

瀧
瀬
尚
純
（
京
阪
教
区
・
寒
山
寺
住
職
）

廣
田
宗
玄
（
兵
庫
教
区
・
順
心
寺
住
職
）

本
多
道
隆
（
京
阪
教
区
・
梅
松
院
副
住
職
）

丸
毛
俊
宏
（
愛
知
西
教
区
・
永
弘
院
住
職
）
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【
編
集
後
記
】

『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
第
一
四
号
が
、
こ
こ
に
無
事
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
号
に
も
四
本
の
研
究

成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
花
園
大
学
教
授
・
中
島
志
郎
氏
は
、「
道
信
『
一
行
三
昧
』
考
」
と
題
し
て
、
四
祖
道
信
の
主
張
す
る
「
一
行
三
昧
」

を
、
浄
土
教
の
善
導
の
理
解
と
対
照
さ
れ
る
こ
と
で
検
討
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
派
の
議
員
で
も
あ
り
、
行
学
の
一

致
し
た
気
鋭
の
禅
僧
で
あ
る
細
川
晋
輔
師
は
、「
盤
珪
の
法
嗣
、
節
外
祖
貞
禅
師
の
行
履　

│
光
林
寺
旧
蔵
『
光
林
二
世
特
賜

大
慈
妙
應
禅
師
年
譜
』
を
中
心
に
し
て
│
」
と
題
し
て
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
盤
珪
禅
師
の
法
嗣
、
節
外
祖
貞
の
光
林
寺
所

蔵
の
年
譜
に
訓
注
を
付
け
る
こ
と
で
、
盤
珪
の
事
蹟
と
思
想
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
花
園
大
学
歴
史
博

物
館
研
究
員
の
志
水
一
行
氏
は
、「
近
世
妙
心
寺
派
に
お
け
る
頂
相
制
作
の
一
例
│
水
谷
憬
南
・
中
天
景
団
の
作
例
│
」
と
題

し
、
水
谷
憬
南
と
中
天
景
団
と
い
う
二
人
の
頂
相
絵
師
の
作
品
を
通
し
て
、
近
世
の
妙
心
寺
派
の
動
向
と
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
前
号
に
引
き
続
き
、『
圜
悟
心
要
』
の
輪
読
の
成
果
を
、
今
号
は
拙
衲
が
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
執
筆
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
『
教
学
研
究
紀
要
』
は
、
臨
済
宗
門
に
お
い
て
唯
一
の
学
術
雑
誌
で
あ
り
、
学
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
宗
門
人
育
成
の
契

機
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
学
術
雑
誌
ゆ
え
に
専
門
性
が
強
く
、
内
容
も
高
度
な
論
考
を
掲
載
す
る

媒
体
で
す
か
ら
、
一
部
の
僧
侶
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
た
嫌
い
も
あ
っ
た
も
の
と
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
宗
門
内
で
の
、

学
問
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
は
着
実
に
増
し
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
弊
誌
は
、
第
一
一
号
か
ら
紙
媒
体
で
の
刊
行

を
止
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
み
公
開
す
る
「
電
子
紀
要
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
試
み
は
、
ま
さ
に
当
時
に
あ
っ
て
は

画
期
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
以
後
、
宗
門
内
に
お
い
て
も
、
布
教
の
手
段
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
の
認
識
が
高
ま
っ
た

と
、
大
変
に
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
よ
り
教
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
一
部
を
花
園
大
学
の
国
際
禅
学
研
究
所
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
術
論
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文
発
表
の
場
と
し
て
の
紀
要
を
、
国
際
禅
学
研
究
所
か
ら
発
刊
し
て
い
る
『
論
叢
』
に
一
本
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
創

刊
当
初
は
三
号
雑
誌
や
五
号
雑
誌
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
弊
誌
で
し
た
が
、
一
四
号
ま
で
号
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
ご
購
読
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
な
ら
び
に
素
晴
ら
し
い
ご
研
究
を
ご
投

稿
頂
い
た
先
生
方
の
お
陰
で
す
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

禅
が
「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
を
標
榜
す
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
は
、
今
更
申
し
上
げ
る
必
要
の
な
い
自
明
の
事
実
で
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
、
行
で
培
っ
た
境
地
を
教
学
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
も
ま
た
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
遠
諱
を
迎
え
る
臨
済
宗
中
興
の
祖
・
白
隠
慧
鶴
禅
師
の
高
足
で
あ
る
東
嶺
圓
慈
禅
師
も
、「
今さ

い
き
ん時

〔
の
修
行
者
た
ち
は
〕、

往
々
に
し
て
没何

も
考
え
な
い
こ
と

意
智
を
禅
だ
と
思
っ
て
経
論
を
用
い
よ
う
と
し
な
い
。〔
そ
う
し
て
〕
反
対
に
〔
こ
の
よ
う
に
〕
言
う
〔
始
末

だ
〕、『
教
外
別
伝
〔
の
修
行
〕
に
、
ど
う
し
て
経
論
を
用
い
る
〔
必
要
が
あ
る
〕
の
か
』
と
。〔
こ
う
い
っ
た
連
中
は
、〕
全
く

分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
、
教
外
別
伝
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
教経

論内
が
何
も
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
。
教
外
に
も
し
教

が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
教
外
も
ま
た
真
実
で
は
な
い
の
だ
（
今
時
、
往
往
以
没
意
智
為
禅
、
不
用
経
論
。
却
道
、
教
外
別
伝
、
何
用

経
論
。
殊
不
知
、
教
外
別
伝
分
明
、
教
内
何
妨
。
教
外
若
不
容
教
、
教
外
亦
非
真
）」（『
宗
門
無
尽
燈
論
』「
透
関
第
五
」）
と
述
べ
て
、
修
行
者

を
戒
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
し
て
や
僧
堂
を
出
て
、
一
ヶ
寺
の
住
職
と
な
っ
て
檀
信
徒
を
教
化
す
る
た
め
に
は
、
確
か
な
仏
教
の

理
解
が
必
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
後
、
教
化
セ
ン
タ
ー
が
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
宗
門
の
皆
様
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

仏
教
や
禅
を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
機
会
が
増
え
る
も
の
と
思
え
ま
す
。
弊
誌
は
今
号
で
休
刊
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
宗
門
の
皆
様
に
は
、
祖
師
た
ち
を
手
本
と
し
、
僧
堂
で
の
修
行
は
当
然
の
こ
と
、
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
、
さ
ら
に

専
一
に
仏
教
や
禅
を
学
び
、
学
識
豊
か
な
禅
僧
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
切
に
願
う
次
第
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の
釋
泰
堂
師
に
は
、
事
務
全
般
の
労
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
お
手
伝
い
頂
い
た
研
究
員
の
皆
様
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
廣
田
宗
玄
）
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